
痛風・高尿酸血症で 

フェブキソスタット錠「JG」 

を服用される患者さまへ 

このお薬の飲み始めに、 
痛風発作が起こることがありますが、 
そのままお薬を飲み続けてください。 

 
血液中の尿酸の濃度が急激に下がると、関節などに沈着 
していた尿酸の結晶が一気に溶け始め、それがきっかけで 
痛風発作が起こることがあります。 
痛風発作が起きたときに尿酸値を下げるお薬を急にやめる
と、かえって発作がひどくなる場合がありますので、その 
ままお薬を飲み続けてください。 
痛風発作の治療については、医療機関を受診いただくか、
あらかじめ指示された痛み止めなどを併せてお飲みくだ 
さい。 

（裏面もお読みください） 

このお薬は、血液中の尿酸の濃度（尿酸値）を下げる 
お薬です。 
痛風や高尿酸血症の治療に用いられます。 

次のような症状が急にあらわれたときは、 

服薬をやめて、すぐに医師の診療を受けてください。 
 

◆  全身がだるい、食欲がない、皮膚や白目が黄色くなる 

◆  全身の皮疹や発疹 
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◆ 関節痛、四肢不快感、四肢痛 

◆ 下痢 

◆ 倦怠感 

 このほかにも気になる症状があらわれた場合には、医師 

 または薬剤師にご相談ください。 

主な副作用 

服用時の注意 

気になることがありましたら、医師または薬剤師にご相談ください。 

◆ 飲み忘れた場合は、気がついたとき、できるだけ早く

1回分を飲んでください。ただし、次の通常の服用時

間が近い場合は1回とばして、次の通常の服用時間に

1回分を飲んでください。その場合、2回分を一度に 

 飲まないでください。 

◆ このお薬は、尿酸値をゆっくり下げるために、少ない

量から開始し、目標の尿酸値に下がるまで段階的に 

 お薬の量を増やしていくお薬です。自己判断でお薬を 

 やめたり、量を変更したりすると、症状の悪化や再発

につながります。指示された量を守り、毎日きちんと 

 飲み続けましょう。 

◆ 医 師 の 指 示 に 従 い 、 定 期 的 に 受 診 し て く だ さ い 。 

   痛風や高尿酸血症の治療は継続することが大切です。

定期的に診察を受けながら、根気よく治療を続けま 

   しょう。 


